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受験上の注意 

 

１．解答用紙には、受験番号・氏名を記入してください。 

２．解答は、解答用紙の所定のところに記入してくださ

い。記入方法を誤ると得点になりません。 

３．試験終了の合図とともに、解答用紙・問題用紙とも

提出してください。 
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 １  水酸化バリウム水よう液とりゅう酸を混ぜると、水にとけない白い物質ができます。この変

化を利用して、中和の実験を行いました。下の（１）～（５）の各問いに答えなさい。 
 
実験操作１ 濃いりゅう酸を水で６倍にうすめたりゅう酸（Ａ）をつくりました。 
実験操作２ りゅう酸（Ａ）を水で２倍にうすめたりゅう酸（Ｂ）をつくり、さらにりゅう酸（Ｂ）

を水で２倍にうすめたりゅう酸（Ｃ）をつくりました。 
実験操作３ ３本の試験管に、ある濃度の水酸化バリウム水よう液を１０cm3 入れ、（Ａ）～（Ｃ）

のりゅう酸をそれぞれ１０cm3 ずつ加えて、よく振り混ぜました。しばらくしてから、

試験管の底にたまった白い物質の高さをはかり、上ずみ液に BTB 液を加えて色の変化

を調べたところ、表のような結果になりました。 
 
               表 

りゅう酸 白い物質の高さ BTB 液を加えたときの色 

（Ａ）  ① ｃｍ 黄色 
（Ｂ） ２ｃｍ 緑色 
（Ｃ） １ｃｍ  ②  

 
 
（１）表より、この水酸化バリウム水よう液をちょうど中和することのできるりゅう酸はどれです 

か。りゅう酸（Ａ）～（Ｃ）の中から正しいものを１つ選び、その記号で答えなさい。 
 
（２）表の ① 、 ② にあてはまる数や色を答えなさい。 
 
（３）りゅう酸（Ａ）を水で４倍にうすめたりゅう酸（Ｄ）をつくり、実験操作３と同じ実験を行い

ました。このとき、どのりゅう酸と同じ結果になりますか。りゅう酸（Ａ）～（Ｃ）の中から正

しいものを１つ選び、その記号で答えなさい。 
 
（４）りゅう酸（Ｂ）と同じ濃度で体積が２倍のりゅう酸（Ｅ）をつくり、水酸化バリウム水よう液

１０cm3とよく混ぜ合わせました。このとき、どのりゅう酸と同じ結果になりますか。りゅう酸

（Ａ）～（Ｃ）の中から正しいものを１つ選び、その記号で答えなさい。 
 
（５）この水酸化バリウム水よう液の濃度を１０としたとき、りゅう酸（Ａ）の濃度はいくらになり

ますか。 
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 ２  次の文を読み、下の（１）～（４）の各問いに答えなさい。 
 

   『物体を水や食塩水中に入れると浮力
ふりょく

という力がはたらきます。アルキメデスは浮力の研究を

して、「液体中にある物体は、その物体がおしのける液体の重さに等しい大きさの浮力を受け

る」ということを発見しました。』 
 
  重さが７５ｇで一辺の長さが５ｃｍの立方体Ａがあります。これを水中に入れて重さを調べまし 

た。ただし、水１cm3の重さを１ｇとします。                      
 
 
（１）図１のとき、立方体Ａの水中にしずんでいる部分は水面から何ｃｍになり     

ますか。また、台はかりは立方体Ａを入れる前よりも何ｇ重くなりますか。  
ただし、立方体Ａの底面は水面と平行になるようにして浮かぶものとします。 

 
 
 
 
 

（２）図１の立方体Ａの上に分銅をのせたところ、図２のように、立方体Ａの上  
面が水面と同じ高さになって静止しました。のせた分銅の重さは何ｇですか。 

 
 
 
 
 
 
 

図３のように、水中に重さが９２０ｇの立方体の氷を入れると、氷の底面が水面と平行になって

浮かびました。ただし、氷１cm3の重さを０.９２ｇとします。 
 
（３）この氷の水中にしずんでいる部分の体積は何 cm3になりますか。 
 
（４）水に浮かんだ氷が完全にとけると、とける前と比べて水面の高さはどうな

りますか。次の（ア）～（ウ）の中から正しいものを１つ選び、その記号で

答えなさい。 
 

（ア）わずかに上がる  （イ）全くかわらない （ウ）わずかに下がる 
 

図３

立方体Ａ

図１

図２

分銅 


